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非鉛圧電材料である(Bi0.5Na0.5)TiO3[BNT]セラミックスは、室温において菱面晶構造を示す Bi

ベース A サイト複合型ペロブスカイト構造を持つ強誘電体である。この BNT セラミックスは、

非鉛圧電セラミックスの中で比較的良好な圧電特性を示す。その一方で、圧電性が消失する温度

である脱分極温度 Tdが約 180℃と低いという問題点があり、実用化を妨げる一因となっている。

Tdにおける脱分極には、結晶構造との深い相関があることが分かっており、Tdの高温化には、温

度に対する構造相転移への考慮が不可欠である。過去の報告において、Pbベース Bサイト複合型

ペロブスカイト構造を持つ Pb(Sc0.5Ta0.5)O3[PST]セラミックスの誘電測定が行われている。PST の

作製プロセスにおいて、熱処理(加熱・冷却過程)を制御することにより、Td 付近に現れる誘電損

失 tan ピークのブロードネスが変化する 1)。この tan  ピークの変化は、結晶構造における秩序

の度合いを示しており、PSTセラミックスでは 1000℃で 100時間のアニール処理により、ピーク

のブロードネスが小さく、つまり急峻なピークになったことから、結晶構造における秩序が増大

したと考えられる。この結晶構造の秩序には、複合サイトである Bサイトの Sc3+と Ta5+の配列が

寄与していることが指摘されている。本研究では、

BNTセラミックスの Biベース Aサイト複合型ペロ

ブスカイト構造に着目し、熱処理の制御および添加

物を使用したときの構造相転移挙動を誘電測定に

より検証した。 

図 1のように tan ピークのブロードネスを半値幅

(FWHM)として見積もり、図 2に BNTに各種添加物

を使用した場合の Tdに対する FWHMの関係を示し

た。その結果、Tdの増加に伴い FWHMが減少した。

したがって、高い Tdを持つ材料には構造の秩序を増

大させる必要があるという、材料設計のための指針

を得ることができた。発表では急冷による効果の結

果も合わせて報告する。 
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図 1 BNTの誘電温度特性 

 

 
図 2 脱分極温度 Tdと FWHMの関係性 
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